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　「
自
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」

社
頭
講
話

　「
自
然
観
」

　

日
捲
り
を
一
枚
一
枚
め
く
る
う
ち

に
、
い
つ
の
間
に
か
三
月
の
声
を
聞

き
、
春
の
訪
れ
を
知
る
季
節
に
う
と

い
人
間
の
一
人
な
の
で
す
が
、
他
の

動
植
物
は
敏
感
に
季
節
の
到
来
を
つ

か
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

昨
年
の
春
に
植
え
た
十
本
の
桜
の

苗
が
、
も
う
若
芽
を
大
き
く
ふ
く
ら

ま
せ
て
い
る
の
を
見
て
び
っ
く
り
し
、

暖
か
い
風
に
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を

痛
切
に
感
じ
ま
す
。

　

日
々
、
神
社
奉
仕
を
す
る
私
で
す

が
、
今
か
ら
兼
務
す
る
神
社
六
十
社

の
春
祭
が
始
ま
り
ま
す
。
特
に
、
山

間
に
鎮
座
す
る
産
土
神
へ
の
奉
仕
に

は
、
其
の
土
地
と
の
部
落
に
伝
承
さ

れ
た
事
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
今
も
神

事
や
神
賑
行
事
は
す
べ
て
、
自
然
と

の
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

私
の
奉
仕
す
る
山
間
部
の
神
社
の

春
祭
り
は
、
祈
年
祭
が
春
祭
と
よ
ば

れ
て
い
ま
す
の
で
、
自
然
現
象
の
中

に
農
耕
を
占
っ
た
り
、
一
日
の
生
活

の
目
標
と
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
よ

う
で
す
。

　

北
陸
の
山
間
は
積
雪
が
多
く
、山
々

に
二
米
以
上
の
積
雪
が
降
り
ま
す
。

春
に
な
っ
て
雪
解
が
始
ま
る
と
、
近

く
の
一
番
高
い
山
の
雪
解
に
一
年
の

豊
作
を
占
う
の
で
す
が
、
そ
の
年
に

よ
っ
て
左
右
ど
こ
か
ら
解
け
は
じ
め

る
か
が
、
山
里
の
人
た
ち
に
は
大
切

な
こ
と
の
よ
う
で
す
。
砺
波
平
野
の

水
田
や
畑
の
灌
水
は
、
多
く
の
用
水

が
東
か
ら
西
へ
流
れ
る
、
即
ち
庄
川

か
ら
小
矢
部
川
へ
流
れ
る
の
で
、
夏

の
晴
天
が
続
い
て
も
灌
水
に
心
配
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
山
里
は
晴
天
が
長

く
続
く
と
水
田
の
水
が
な
く
な
り
稲

は
枯
れ
て
し
ま
う
の
で
、
山
頂
か
ら

山
全
体
に
降
り
積
っ
た
雪
や
、
梅
雨

季
の
降
水
量
が
谷
間
に
湧
水
と
な
っ

て
流
れ
る
水
が
、
農
作
業
に
重
要
な

役
割
を
有
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

山
の
雪
の
解
け
る
の
を
占
う
し
、
湧

水
の
少
な
い
年
は
雨
乞
い
の
お
祭
り

を
何
回
も
斎
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

自
然
と
は
不
思
議
で
奇
跡
で
す
。

人
の
思
っ
て
い
な
い
こ
と
が
突
発
的

に
お
き
、
人
々
を
驚
異
の
世
界
へ
誘

い
ま
す
。
自
然
は
歴
史
や
人
間
の
見

方
や
考
え
方
を
変
え
る
力
を
も
っ
て

い
ま
す
。
自
然
観
に
つ
い
て
考
え
た

り
見
た
り
す
る
と
、
日
本
人
特
有
の

自
然
観
が
あ
る
よ
う
で
す
。
近
年
、

そ
の
日
本
人
特
有
の
自
然
観
が
変
化

し
て
来
た
よ
う
で
す
。
古
来
、
日
本

人
は
自
然
の
中
で
生
き
て
い
る
も
の

に
対
し
、
や
さ
し
い
思
い
や
り
が
あ

り
、殺
傷
す
る
な
ど
の
行
為
は
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
動
物
を
殺
傷
し
た
り

人
と
人
と
の
殺
傷
事
件
が
多
く
な
っ

て
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
自
然
に

対
す
る
考
え
方
を
古
来
に
帰
る
こ
と

が
、
社
会
の
安
定
と
云
う
べ
き
か
、

安
心
で
き
る
社
会
に
む
す
び
つ
く
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
森
羅

万
象
、
生
き
る
も
の
す
べ
て
が
自
然

の
管
理
に
し
た
が
っ
た
、
生
き
生
き

と
し
た
生
活
圏
を
自
然
の
中
に
発
見

し
、
創
造
す
る
努
力
を
す
る
こ
と
が

大
切
な
の
だ
と
私
は
思
う
の
で
す
。

　

明
治
の
初
め
に
輸
入
さ
れ
た
西
洋

文
化
と
共
に
、
日
本
人
の
自
然
観
を

と
り
も
ど
し
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
し
、
そ
れ
が
現
在
の
日
本
に
必
要

な
の
だ
と
考
え
ま
す
。
平
和
な
社
会

と
は
ど
ん
な
社
会
を
云
う
の
で
し
ょ

う
か
。

宮
　司  

藤
井
秀
弘

宮
　司  

藤
井
秀
弘



　

二
月
三
日
「
節
分
祭
」
が
斎
行
さ

れ
、
百
名
を
越
え
る
参
拝
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

祝
詞
奏
上
に
続
い
て
神
楽
「
剣
の

舞
」
を
奉
奏
し
、
祭
典
終
了
後
に
は

神
職
と
巫

女
、
藤
井
責

任
役
員
が

「
鬼
は
外
、

福
は
内
」
の

掛
け
声
と
と

も
に
豆
を
撒

き
、
疫
鬼
の

災
厄
を
祓
い

ま
し
た
。

　

二
月
十
一

日
「
紀
元
節

祭
」
が
行
わ

れ
、
神
武
天

皇
の
建
国
の

偉
業
を
偲

び
、
日
本
の

更
な
る
繁
栄

と
世
界
の
恒

久
平
和
を
祈
念
し
ま
し
た
。
ま
た
、

福
野
松
風
会
の
齋
藤
侃
夫
会
長
を
は

じ
め
会
員
一
同
が
建
国
を
祝
い
吟
詠

を
奉
納
し
ま
し
た
。

（
奉
納
曲
）

・
御
本
社

「
江
雪
」
柳 

宗
元

「
雪
梅
」
方
岳

「
新
正
口
号
」
武
田 

信
玄

「
雪
中
梅
を
見
る
」
寺
門 

静
軒

「
新
年
雪
裏
の
梅
花
に
賦
す
」

　
　
　
　
　
　

有
智
子
内
親
王

「
夜
雪
」
白 

居
易

・
功
霊
殿

大
正
天
皇
御
製『
歳
朝
皇
子
に
示
す
』

「
常
盤
孤
を
抱
く
の
図
」
梁
川 

星
巌

　

二
月
十
七
日
「
祈
年
祭
」
が
斎
行

さ
れ
、
氏
子
崇
敬
者
約
四
十
人
が
参

列
し
、
今
年
の
五
穀
豊
穣
と
諸
産
業

の
繁
栄
、
国
家
安
泰
を
祈
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
井
波
松
風
会
の
皆
様
よ

り
、
春
に
ふ
さ
わ
し
い
吟
詠
を
奉
納

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
奉
納
曲
）

　

明
治
天
皇
御
製
『
天
』

　
「
梅
一
輪
」
嵐
雪

　
「
弘
道
館
に
て
梅
花
を
賞
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
川
斉
昭

　

三
月
八
日
、
氏
子
・
崇
敬
者
・
消

防
関
係
者
が
参
列
し
、「
鎮
火
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
殿
で
の
祭
典
後
、
鳥
居
前
に
列

立
し
て
鎮
火
行
事
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　

神
話
の
故
事
に
基
づ
き
、
南
砺
市

消
防
団
井
波
方
面
団
高
瀬
分
団
・
岩

倉
清
孝
分
団
長
が
「
水
」、
笠
田
武

司
副
分
団
長
が
「
川
菜
」、
岩
倉
和

弘
部
長
が
「
砂
」
を
か
け
て
消
火
し
、

一
年
の
無
火
災
を
祈
り
ま
し
た
。

節
　
分
　
祭

紀
元
節
祭

祈
年
祭

鎮
火
祭

本年も高瀬保育所の園児に
福豆を贈りました。
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平
成
二
十
五
年

初
詣

　

一
月
三
日
、
福
野
糸
瓜
句
会
（
梅
島
く
に
を
会
長
）
の
「
初
詣
句
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
奉
納
句
は
次
の
通
り
で
す
。

大
岩
を
す
べ
る
若
水
一
と
掬
ひ 

梅
島
く
に
を

雪
深
き
御
堂
へ
ひ
と
り
だ
け
の
跡 

若
土　

白
羊

久
闊
を
詫
び
る
御
慶
で
あ
り
に
け
り 

荒
木
か
づ
を

悴
み
て
畏
み
て
聴
く
祝
詞
か
な 

岩
城　

未
知

一
ノ
宮
三
日
の
雪
に
人
絶
え
ず 

田
上
眞
知
子

大
鳥
居
よ
り
御
降
を
賜
ひ
け
り 

宇
波
可
津
志

鑿
先
や
木
屑
と
び
散
る
初
仕
事 

平
野　

孝
純

初
神
籤
折
目
正
し
て
結
わ
へ
け
り 

若
松　

章
子

夢
の
母
来
し
方
恵
方
と
決
め
し
朝 

名
村　

五
月

大
杉
を
離
れ
て
千
木
へ
初
烏 

北
川　

越
草

太
初
よ
り
在
す
山
々
初
景
色 

今
井　

淳
良

戦
前
を
戦
後
を
生
き
て
去
年
今
年 

山
下
し
の
ぶ

追
伸
に
心
惹
か
る
ゝ
年
賀
状 

森
田　

桂
子

挿
し
添
へ
し
紅
絹
の
餅
花
投
句
箱 

窪
田　

悦
子

御
降
の
ぬ
か
る
み
楽
し
男
の
子 

北
川　

秀
子

筆
塚
を
拝
み
そ
の
の
ち
寒
牡
丹 

三
浦　

葉
子

お
降
の
重
な
る
水
輪
一
の
宮 

櫻
井　

恵
子

　

今
年
は
寒
波
の
影
響
で
雪
の
お

正
月
と
な
り
ま
し
た
が
、
南
砺
警

察
署
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
ご

協
力
に
よ
り
、
事
故
も
な
く
初
詣

期
間
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

旧
臘
二
十
日
、
煤
払
祭
に
あ
わ

せ
「
向
拝
」、「
鳥
居
」
の
注
連
縄

が
張
り
替
え
ら
れ
、
清
々
し
く
新

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

・
参
拝
者
数
十
五
万
人
（
三
が
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
警
発
表
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現
在
の
出
雲
大
社
御
本
殿
は
延
享

元
年
（
一
七
四
四
）
に
御
造
営
（
建

て
替
え
）
が
な
さ
れ
て
お
り
、
以
来
、

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）、
明
治
十

四
年
（
一
八
八
一
）、
昭
和
二
十
八

年
（
一
九
五
三
）
と
三
度
に
亘
る
御

修
造
（
修
理
）
を
経
て
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
高
さ
二
十
四

メ
ー
ト
ル
を
誇
る
御
本
殿

は
、
日
本
で
最
古
の
建
築

様
式
を
用
い
た
「
大
社
造

り
」
と
呼
ば
れ
る
出
雲
地

方
独
特
の
社
殿
建
築
を
代

表
す
る
も
の
で
、
昭
和
二

十
七
年
に
国
宝
に
指
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
悠
久
な
る
歴

史
の
中
、
昭
和
二
十
八
年

に
修
理
を
終
え
て
以
来
、

約
六
十
年
を
経
て
御
本
殿

を
は
じ
め
と
す
る
他
の
御

社
殿
の
傷
み
が
顕
著
と
な

り
、
平
成
二
十
年
か
ら
御

本
殿
を
は
じ
め
と
す
る
他

の
御
社
殿
等
の
屋
根
（
檜

皮
）
の
吹
き
替
え
を
中
心

と
し
た
「
平
成
の
大
遷
宮
」

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
為
、
平
成
二
十
年
四

月
二
十
日
に
は
「
仮
殿
遷
座

祭
」
を
斎
行
し
、
大
国
主
大

神
様
が
御
本
殿
よ
り
御
仮
殿
（
仮
の

御
本
殿
）
へ
と
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
御
本
殿
を
覆
う
巨
大
な
鉄

製
の
素
屋
根
（
覆
い
）
が
建
設
さ
れ
、

本
格
的
な
修
理
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
御
本
殿
の
屋
根
は
約
七
十
万
枚
、

重
さ
約
四
十
ト
ン
に
も
及
ぶ
膨
大
な

檜
皮
に
よ
っ
て
葺
き
替
え
ら
れ
、
中

に
は
長
さ
四
尺
（
約
一
二
〇
セ
ン
チ
）

と
い
う
他
の
檜
皮
葺
き
建
物
に
は
使

用
さ
れ
て
い
な
い
特
別
な
長
さ
の
檜

皮
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

長
年
に
亘
る
風
雨
な
ど
に
よ
り
腐
食

し
た
木
部
の
修
理
も
行
な
わ
れ
ま
し

た
が
、
単
に
傷
ん
だ
部
分
の
取
り
替

え
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
建
て
替

え
当
時
の
材
料
を
出
来
る
だ
け
残

出
雲
大
社
「
平
成
の
大
遷
宮
」

出
雲
大
社
「
平
成
の
大
遷
宮
」

し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
と
い
う
目

的
を
も
っ
て
修
理
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
平
成
二
十
五

年
五
月
十
日
に
は
、「
本
殿
遷
座
祭
」

が
斎
行
さ
れ
、
大
国
主
大
神
様
が
御

仮
殿
よ
り
御
本
殿
へ
と
遷
座
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
も
、
平
成
二
十
七
年
度

ま
で
、
境
内
境
外
の
他
の
御
社
殿
の

修
理
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

御
遷
宮
に
よ
っ
て
御
社
殿
が
新
し

く
蘇
る
こ
と
に
よ
り
、
神
様
の
御
力

を
も
が
蘇
り
を
果
た
さ
れ
、
そ
し
て

古
く
か
ら
の
伝
統
技
術
が
用
い
ら
れ

こ
と
で
日
本
の
大
切
な
文
化
が
後
世

へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。



第37号平成25年4月1日

6

参
拝
日
誌
抄

参
拝
日
誌
抄

（
平
成
二
十
四
年
十
二
月
〜
　
　
　
　

平
成
二
十
五
年
二
月
・
敬
称
略
）

　
「
十
二
月
」

四
日

　

㈱
イ
デ
ィ
ア
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　

代
表
取
締
役
社
長 

池
田
喜
紀

　

㈱
イ
デ
ィ
ア
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

　
　

代
表
取
締
役
社
長 
土
屋
壮
一
郎

七
日

　

平
成
二
十
五
年
初
詣
打
合
せ
会

 

（
初
詣
安
全
祈
願
祭
）

十
九
日

　

㈱
老
子
製
作
所

　
　

代
表
取
締
役
社
長 

老
子
秀
平

　

㈲
丸
栄
運
輸

　
　

代
表
取
締
役 

桑
本
吉
将

　

㈱
丸
伸
製
作
所

　
　

代
表
取
締
役 

丸
中
海
信

　

ク
リ
ッ
ク
ス
商
事
㈱

　
　

代
表
取
締
役
社
長 

栗
山
郁
也

　

㈱
大
智

　
　

代
表
取
締
役
社
長 

渡
辺
信
作

　

㈱
日
吉
プ
ラ
ン
ナ
ー

　
　

代
表
取
締
役
社
長 

折
橋
康
洋

 

（
大
注
連
縄
奉
納
奉
告
祭
）

二
十
二
日

　

大
谷
美
術
学
園 

園
長 

大
谷
弓
子

 

（
干
支
大
絵
馬
奉
納
奉
告
祭
）

二
十
三
日

　

初
詣
巫
女
認
証
奉
告
祭

二
十
九
日

　

氏
子
境
内
初
詣
準
備（
村
総
出
）

「
一
月
」

一
日責

任
役
員 

藤
井
義
雄

高
瀬
区
長 

中
嶋
正
昌

砺
波
市
消
防
団
庄
川
方
面
隊

㈲
棚
田
建
設

若
鶴
酒
造
㈱

砺
波
市
消
防
団
庄
下
分
団

㈱
オ
ー
タ
ニ

信
栄
金
型
㈱

南
砺
市
消
防
団
井
波
方
面
団

砺
波
市
消
防
団
中
野
分
団

二
日砺

波
市
消
防
団
柳
瀬
分
団

砺
波
市
消
防
団
太
田
分
団

根
尾
建
設
㈱

境
自
動
車
㈱
マ
ツ
ダ
オ
ー
ト
ザ
ム
砺
波

㈲
南
山
自
動
車
工
業

㈲
ア
グ
リ
お
が
わ

森
田
建
設
㈱

㈳
と
な
み
青
年
会
議
所

池
田
工
業
㈱

ダ
イ
エ
ー
商
事
㈱

三
日㈱

ゴ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン

㈱
山
崎

㈲
佐
々
木
運
輸

福
野
糸
瓜
句
会

㈱
越
路
ガ
ー
デ
ン

東
砺
倉
庫
㈱

㈱
姫
野
精
工
所

㈱
御
菓
蔵

四
日若

林
遺
族
会

得
能
建
設
工
業
㈱

福
光
運
輸
㈱

砺
波
信
用
金
庫

㈲
才
川
造
園
土
木

北
陸
電
気
工
事
㈱
高
岡
支
店
配
電
部

 

と
な
み
野
工
事
所

大
和
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
㈱

イ
ル
カ
交
通
㈱

高
陵
タ
ク
シ
ー
㈱

小
矢
部
ま
ち
づ
く
り
㈱

笹
嶋
工
業
㈱

北
陸
中
央
病
院

北
陸
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
㈱

㈲
マ
ツ
イ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

庄
川
興
業
㈱

清
沢
造
園
㈱

㈶
北
陸
電
気
保
安
協
会

 

と
な
み
野
事
務
所

丸
一
工
業

㈱
北
國
銀
行
砺
波
支
店

㈱
北
陸
銀
行
井
波
支
店

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
八
乙
女

戸
出
運
輸
㈱

㈱
北
陸
銀
行
庄
川
支
店

㈱
昭
電
北
陸
支
店

㈲
昭
信
機
工

㈱
な
ぎ
さ
交
通

た
ち
建
設
㈱

た
ち
建
設
運
輸
㈱

㈱
創
和
開
発

第
一
産
業
㈱

㈱
か
ん
で
ん
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

 

庄
川
営
業
所

㈱
富
山
第
一
銀
行
井
波
支
店

五
日笹

谷
工
業
㈱

㈱
喜
八
食
品

ユ
ー
シ
ン
建
設
㈱

㈱
松
本
土
建

丸
七
商
事
㈱
北
陸
営
業
部
富
山
営
業
所

㈱
沖
田
組

ト
ナ
ミ
運
輸
㈱
砺
波
支
店

東
レ
・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
㈱
井
波
工
場

㈱
ビ
ッ
ク
モ
ー
タ
ー
石
崎

日
ビ
ル
商
事
㈱

サ
ク
ラ
交
通
㈱

㈱
リ
ペ
ア

山
ワ
建
設
工
業
㈱

第
一
レ
ン
タ
ル
㈱

第
一
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
㈱

第
一
ト
ラ
ス
ト
㈱

㈲
第
一
ワ
ー
ク
ス

㈱
サ
ン
ス
テ
ー
ジ

㈲
さ
つ
き
堂

吉
井
工
業
㈱

㈱
得
能
組

と
な
み
観
光
交
通
㈱

㈱
日
本
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

㈱
神
能
工
務
店

㈲
窪
田
農
産

㈱
佐
藤
渡
辺
砺
波
営
業
所

サ
ン
エ
ー
建
工
㈱

梅
本
建
設
工
業
㈱

松
本
建
設
㈱（
砺
波
市
）

㈲
森
田
電
気
商
会
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今
井
重
機
建
設
㈱

第
一
交
易
㈱

第
一
交
易
㈱
安
全
互
助
会
職
友
会

㈱
フ
ァ
ブ
リ
カ
ト
ヤ
マ

㈲
拓
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

㈱
横
川
組

㈲
清
水
重
建

石
黒
自
動
車
工
業
㈱

日
の
出
屋
製
菓
産
業
㈱

さ
さ
ら
屋
福
光
本
店

日
の
出
屋
製
菓
産
業
㈱
本
社
工
場

日
の
出
屋
製
菓
産
業
㈱

 

さ
さ
ら
屋
本
店
工
場

六
日越

中
井
波
八
乙
女
風
神
太
皷

中
山
工
業
㈱

上
田
工
業
㈱

形
川
斫
工
業

七
日第

一
編
物
㈱

㈱
エ
イ
ゼ
ッ
ト

㈱
ア
ー
ト
ジ
ョ
イ

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

 

環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

千
代
田
機
電
㈱
富
山
西
支
店
・

 

南
砺
営
業
所

ホ
ク
リ
ク
住
材
㈱

住
友
生
命
福
光
支
部

コ
ー
ケ
ン
㈱

㈱
福
光
石
工

テ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
寺
田

津
田
工
業
㈱
富
山
工
場

㈱
橋
梁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

米
原
商
事
㈱
車
両
管
理
部

 

整
備
セ
ン
タ
ー
砺
波
工
場

大
輝
設
備

日
本
通
運
㈱
砺
波
支
店

三
栄
自
動
車
工
業
㈱

㈱
砂
土
居
造
園

砺
波
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
デ
バ
イ
ス
社

　

キ
ャ
パ
シ
タ
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト

　

フ
ィ
ル
ム
キ
ャ
パ
シ
タ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン

宗
景
造
園

㈱
環
境
総
合
テ
ク
ノ
ス
庄
川
営
業
所

㈱
斉
藤
組

木
村
産
業
㈱

㈱
サ
ン
セ
イ
キ

㈱
ジ
ャ
ス
ト
ド
ゥ
イ
ッ
ト

陸
上
自
衛
隊
富
山
駐
屯
地

㈱
藤
井
組

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ア
ス
コ
ン
㈱

片
山
工
業
㈱

砺
波
重
機
㈱

タ
カ
ハ
タ
工
業
㈱

大
建
工
業
㈱
住
機
製
品
事
業
部

井
波
大
建
工
業
㈱

川
田
建
設
㈱
北
陸
支
店

川
田
工
業
㈱

森
田
建
設
㈱

セ
ン
ダ
ン
電
子
㈱

八
日氏

子
境
内
初
詣
片
付（
村
総
出
）

コ
マ
ツ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
㈱

ト
ヤ
マ
機
工
㈱

㈱
デ
ィ
エ
ス
ケ
イ

九
日㈱

ホ
ン
ダ
ロ
ッ
ク
富
山
工
場

㈱
富
山
ク
ボ
タ
戸
出
営
業
所

㈱
神
下
組

㈲
神
下
商
事

北
陸
電
力
㈱
と
な
み
野
営
業
所

㈱
北
陸
電
力
リ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

 

と
な
み
野
営
業
所

㈱
富
山
ク
ボ
タ
井
波
営
業
所

㈱
富
山
ク
ボ
タ
南
砺
営
業
所

千
代
田
機
電
㈱
小
矢
部
営
業
所

十
日射

水
神
社 

宮
司 

松
本
正
昭

雄
山
神
社 

権
宮
司 

山
田
宣
道

㈱
高
清
組

Ｔ
Ｐ
Ｒ
エ
ン
プ
ラ
㈱
富
山
工
場

㈱
デ
ィ
エ
ス
ケ
イ

十
一
日

日
枝
神
社 

宮
司 

平
尾
旨
明

辻
建
設
協
力
会
社
災
害
防
止
・

 

対
策
協
会
南
砺
支
部

辻
建
設
㈱
南
砺
支
店

十
二
日

富
山
県
神
社
庁 

録
事 

松
尾　

樹

福
光
産
業
㈱

福
光
急
便
㈱

十
三
日

平
成
二
十
五
年
初
詣
反
省
会

高
瀬
青
友
会

十
五
日

南
砺
市
遺
族
会
井
波
支
部

石
畠
㈱

十
六
日

　

富
山
縣
護
國
神
社 
宮
司 

栂
野
守
雄

十
七
日

協
立
ア
ル
ミ
㈱
本
社
工
場

協
立
ア
ル
ミ
㈱
井
口
工
場

十
九
日

　

高
瀬
高
宝
会

二
十
三
日

石
黒
建
設
㈱

富
山
石
黒
会

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
年
金
友
の
会

 

碧
南
南
地
区

二
十
四
日

　

砺
波
工
業
㈱

　

砺
波
工
業
㈱
砺
友
会

二
十
六
日

　

立
正
佼
成
会
高
岡
教
会

「
二
月
」

一
日

　

富
山
県
電
気
工
事
工
業
組
合
南
砺
支
部

 

と
な
み
野
電
設
研
究
会

五
日

　

熱
実
山
参
拝
団　

十
八
名

※
一
月
一
〜
三
日
は
、
参
拝
予
約
を
さ

れ
た
団
体
を
記
載
い
た
し
ま
し
た
。

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
務
所

ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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　「
大
祓
」
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
た
罪
穢
を
半

年
に
一
度
祓
い
落
と
し
て
元
の
清
ら
か
な
心
身
に
戻
り
、
続
く

半
年
も
健
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
願
う
神
事
で
す
。

　
拝
殿
に
て
「
大
祓
詞
」
を
奉
唱
し
、
各
人
が
「
人
形
」
に
罪

穢
を
移
し
、
特
に
「
夏
越
の
大
祓
」
は
前
庭
に
設
け
ら
れ
た

「
茅
の
輪
」
を
く
ぐ
り
、
心
身
を
清
浄
に
も
ど
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
暑
い
夏
を
健
康
に
乗
り
切
る
た
め
の
大
切
な
神
事
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
参
列
下
さ
い
。

※
ご
希
望
の
方
に
は
案
内
状
と
人
形
を
送
付
い
た
し
ま
す
の

で
、
社
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

日
時
　
六
月
三
十
日（
日
）
午
後
三
時
よ
り

「
平
成
二
十
五
年 

夏
越
の
大
祓
」の
ご
案
内

「
平
成
二
十
五
年 

夏
越
の
大
祓
」の
ご
案
内

お
　
な
　
ま
　
え

生

年

月

日
な
　
ご
し
　
　お
お
は
ら
え

ひ
と
が
た

　
三
月
六
日
、
越
前
国
一
の
宮 

氣
比

神
宮
（
福
井
県
敦
賀
市
鎮
座
・
桑
原

恒
明
宮
司
）
に
て
、「
全
国
一
の
宮

会
役
員
会 

並 

北
陸
地
区
合
同
打
合

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
正
式
参
拝
に
続
い
て
、
新
木
直
人

会
長
（
賀
茂
御
祖
神
社
宮
司
）
が
議

長
と
な
り
、
平
成
二
十
五
年
度
総
会

開
催
に
つ
い
て
の
審
議
や
、
平
成
二

十
四
年
度
会
務
中
間
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
尚
、
本
年
は
越
後
国
一
の
宮 

彌
彦

神
社
（
永
田
忠
興
宮
司
）
に
て
、「
平

成
二
十
五
年
度
総
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

全
国
一
の
宮
会

全
国
一
の
宮
会

三
月
六
日
、
越
前
国
一
の
宮
氣
比

神
宮
（
福
井
県
敦
賀
市
鎮
座
・
桑
原

神恒
明
宮
司
）
に
て
、「
全
国
一
の
宮

恒

会会会会会会

全
国
一
の
宮
会

全
国
一
の

会

国
一
の
宮
会

一
の

会

国国

宮

全全全

会

役
員
会
開
催

開
運
招
福
鈴
守

　
　
　
　
　
初
穂
料
　
各
五
〇
〇
円

　
朝
夕
に
打
振
る
鈴
の
さ
わ
や
か
な

音
色
に
和
し
て
、
大
国
様
か
ら
「
し

あ
わ
せ
」
が
授
か
る
お
守
り
。
色
鮮

や
か
な
根
付
が
特
徴
で
す
。

心
身
健
全
守

　
　
　
　
　
　
初
穂
料
　
八
〇
〇
円

　
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
を

祈
る
お
守
り
。

お
守
り
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奉
　
納

奉
　
納

奉
　
納

辞
　
令

辞
　
令

辞
　
令

　
　
　

　
　
　
　

七
月
十
三
日（
土
）〜
十
五
日（
月
・
祝
）

時
間
　
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
ま
で

場
所
　
髙
瀨
神
社
参
集
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
入
場
無
料
）

　
人
形
感
謝
祭
に
あ
わ
せ
「
人
形
展
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
慣
れ
親
し
ん

だ
人
形
と
の
お
別
れ
の
後
、
新
し
い

人
形
と
の
出
会
い
に
よ
り
心
が
癒
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。
井
波
な
ら
で
は
の

木
彫
人
形
や
和
紙
、
ガ
ラ
ス
な
ど
を

素
材
に
し
た
、
県
内
外
の
作
家
に
よ

る
約
百
点
の
創
作
人
形
を
展
示
し
ま

す
。

○「
衝
立
（
大
国
様
）」

　
南
砺
市
高
瀬

　
　
福
井
　
　
進 

殿

　
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日

　
久
保
　
博
一

　
　
事
務
員
を
命
ず
る

（
平
成
二
十
五
年
一
月
八
日
付
）

　
辻
林
　
秀
嗣

　
　
権
祢
宜
を
命
ず
る

（
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
付
）

【
表
紙
写
真
】　
杜
の
桜

編
集
後
記

　
大
国
主
大
神
様
を
お
祀
り
す
る
「
出
雲

大
社
」
で
は
、
御
社
殿
や
御
屋
根
な
ど
を
修

復
し
、
御
本
殿
に
新
た
に
お
遷
り
い
た
だ
く

「
平
成
の
大
遷
宮
」
が
、
六
十
年
ぶ
り
に
行

わ
れ
ま
す
。

　
神
様
の
御
力
の
蘇
り
と
、
東
日
本
の
被

災
地
を
は
じ
め
日
本
全
体
が
蘇
る
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
案
内

第
十
三
回  

人
　
形
　
展

第
十
三
回  

人
　
形
　
展

第
十
三
回  

人
　
形
　
展

四
月
二
日
・
十
四
日
・
二
十
六
日

五
月
八
日
・
二
十
日

六
月
一
日
・
十
三
日
・
二
十
五
日

七
月
七
日
・
十
九
日
・
三
十
一
日

八
月
十
二
日
・
二
十
四
日

九
月
五
日
・
十
七
日
・
二
十
九
日

「
腹
帯
」
の
お
祓
い
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
持
参
下
さ
い
。

四
月月
二
日
二
日
・
十十
四
日
・
二
十
六
十
六
日

戌
の
日
（
安
産
祈
願
）

戌
の
日
（
安
産
祈
願
）

戌
の
日
（
安
産
祈
願
）

　
古
く
な
っ
た
人
形
に
感
謝
し
、
神
社
へ
納
め
る
お
祭
り
「
人

形
感
謝
祭
」を
行
い
ま
す
。
納
め
ら
れ
た
人
形
は
お
祓
い
の
後
、

お
焚
き
上
げ
を
し
て
お
別
れ
し
ま
す
。
子
供
の
成
長
と
と
も
に

使
わ
な
く
な
っ
た
り
、
壊
れ
た
り
し
た
「
人
形
」
や
「
ぬ
い
ぐ

る
み
」
を
ご
持
参
下
さ
い
。

受
　
付

午
前
九
時
か
ら
午
前
十
時
ま
で

　
　
　
　
　（
当
日
の
み
受
付
）

祈
願
料

三
千
円
か
ら
ご
志
納
願
い
ま
す

　
　
　（
み
か
ん
箱
一
つ
程
度
）

※

大
量
に
あ
る
場
合
や
大
き
な

　
も
の
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

　
社
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

　
さ
い
。

　（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

日
時
　
七
月
十
四
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り

第
十
四
回  

人
形
感
謝
祭
の
ご
案
内
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発
行
日　

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日　
　

発
行
所　
越
中
一
宮　
髙
瀨
神
社
社
務
所

編
集
人　

長
谷
川
宏
幸　
　

印
刷
所　

牧
印
刷
株
式
会
社

〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

2013年10月1日
新バンケットホール OPEN！！

只今 御予約受付中

10月1日にオープンする新バンケットホールでのご結婚披露宴のご予約を承って
います。お気軽にお問い合わせ、ご相談いただきますよう、お待ち申し上げます。


